
平成26年7月15日　（6月定例会号）

これまでの一般質問の詳細は会議録またはホームページでご覧いただけます。今回のもの
は９月上旬の予定です。会議録は図書館、各支所、本所ロビーに用意してあります。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

に
つ
い
て

質
問  
平
成
27
年
4
月
に
施
行
す
る

「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」
に
基
づ

き
、
生
活
保
護
に
至
る
前
の
段
階
の
自

立
支
援
策
の
強
化
を
図
る
た
め
、
生
活

困
窮
者
に
対
し
、
自
立
相
談
支
援
事
業

な
ど
の
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
る

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁  

生
活
困
窮
者
の
自
立
促
進
を
図

る
た
め
の
支
援
が
一
体
的
か
つ
計
画
的

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
法
律

で
、
施
行
後
は
、
生
活
保
護
受
給
対
象

と
な
る
前
の
段
階
の
生
活
困
窮
者
の
相

談
に
対
応
し
、
住
居
確
保
の
た
め
の
給

付
金
の
支
給
を
行
う
と
と
も
に
、
就

労
に
向
け
た
訓
練
や
家
計
管
理
の
指
導

等
、
包
括
的
な
生
活
困
窮
者
の
支
援
施

策
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
。
モ
デ

ル
事
業
を
実
施
し
て
い
る
先
進
地
の
動

向
等
を
参
考
に
し
て
、
来
年
4
月
に
は

生
活
に
困
っ
て
い
る
方
を
し
っ
か
り
と

支
援
で
き
る

よ
う
体
制
を

整
え
、
各
種

施
策
を
積
極

的
に
進
め
て

ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い

る
。

「
域
学
連
携
」
地
域
づ
く
り

活
動
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問  

大
学
生
が
地
域
の
住
民
や

N
P
O
等
と
と
も
に
、
地
域
の
課
題

解
決
ま
た
は
地
域
づ
く
り
に
継
続
的
に

取
り
組
み
、
地
域
の
活
性
化
及
び
地
域

の
人
材
育
成
に
資
す
る
活
動
と
し
て
近

年
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁  

実
施
す
る
に
は
、
受
け
入
れ
側

で
あ
る
自
治
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
お
い

て
、
調
査
研
究
に
従
事
す
る
学
生
の

受
け
入
れ
希
望
が
あ
り
、
更
に
、
集
落

な
ど
地
域
全
体
で
地
域
の
実
情
や
課
題

な
ど
明
確
な
考
え
を
共
有
し
て
い
る
な

ど
、
受
け
入
れ
環
境
を
整
え
る
必
要
が

あ
る
。「
域
学
連
携
」
に
取
り
組
む
自

治
体
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
地
域
づ

く
り
の
担
い
手
が
外
部
の
専
門
的
な

ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収
し
な
が
ら
地
域
の
中

で
育
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
官
民
一
体
と

な
っ
た
政
策
実
行
力
の
強
化
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
効
果
が
期
待

で
き
る
状
況
を
見
極
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

質
問  

子
育
て
世
代
に
と
っ
て
魅
力
あ

る
阿
賀
野
市
に
す
る
た
め
「
子
育
て
環

境
日
本
一
」を
公
約
し
て
市
長
と
な
り
、

周
回
遅
れ
の
現
状
を
認
識
し
て
以
来
２

年
が
過
ぎ
た
が
、
現
状
を
ど
う
認
識
さ

れ
る
か
伺
う
。

答
弁  

就
学
支
援
制
度
の
拡
充
、
学
童

ク
ラ
ブ
、
放
課
後
ス
ク
ー
ル
増
設
、
病

後
児
保
育
実
施
・
病
児
保
育
の
着
手
、

奨
学
金
貸
付
制
度
拡
充
、
医
療
費
助
成

拡
充
、
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
等
々
充
実

さ
せ
て
き
た
。
更
に
充
実
を
図
り
、
阿

賀
野
市
は
頑
張
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る

よ
う
な
状
況
に
し
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
つ

い
て

質
問  

県
の
医
療
費
助
成
拡
充
を
受
け

更
な
る
拡
充
を
。

答
弁  

県
の
助
成
を
受
け
て
も
、
補
助

率
は
３
分
の
１
程
度
で
、
２
年
間
と
い

う
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
市
長

会
と
し
て
制
度
の
改
善
を
要
望
し
て
い

る
。
今
の
と
こ
ろ
拡
充
は
難
し
い
。

意
見　

市
民
に
と
っ
て
は
２
年
間
で

も
、
少
な
い
補
助
で
も
拡
充
に
な
る
。

医
療
費
助
成
を
大
胆
に
18
歳
ま
で
と
し

て
い
る
自
治
体
は
、
人
口
減
少
率
が
大

き
く
違
っ
て
い
る
。
30
年
後
の
人
口
減

少
率
を
抑
え
る
た
め
に
も
、
今
か
ら
大

胆
な
子
育
て
支
援
を
図
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
。

子
育
て
世
代
の
応
援
担
当
課

に
つ
い
て

質
問  

子
育
て
支
援
担
当
課
的
な
、
わ

か
り
や
す
い
相
談
窓
口
で
支
援
の
充
実

を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

答
弁  

「
子
ど
も
課
」
と
い
っ
た
課
の

設
置
は
、
県
内
で
も
半
数
で
実
施
。
市

民
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
く
、
利
用
し

や
す
い
と
は
考
え
る
が
、
阿
賀
野
市
と

し
て
の
必
要
性
を
精
査
し
た
い
。

意
見　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
ま
と
め
た
ペ
ー

ジ
が
あ
る
と
わ
か
り
や
す
い
。

　

就
学
支
援
の
対
象
に
ク
ラ
ブ
活
動
費

も
加
え
て
ほ
し
い
。

　

市
内
外
に
「
子
育
て
環
境
日
本
一
」

と
胸
を
張
っ
て
言
う
に
は
、
更
に
大
胆

な
支
援
の
拡
充

が
必
要
。
当
事

者
の
声
を
ダ
イ

レ
ク
ト
に
聞
い

て
実
施
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

各
種
災
害
に
つ
い
て

質
問  

３
月
定
例
会
に
引
き
続
き
、
地

震
、
風
水
害
、
土
砂
災
害
に
対
す
る
対

策
と
、
避
難
誘
導
計
画
等
に
つ
い
て
尋

ね
る
。

答
弁  

地
震
に
対
す
る
対
策
は
、
揺
れ

や
す
さ
を
示
し
た
地
図
に
加
え
て
、
地

震
に
関
す
る
心
得
や
耐
震
化
の
必
要

性
な
ど
を
記
載
し
た
阿
賀
野
市
地
震
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
地
震
災
害

に
対
す
る
理
解
と
普
段
か
ら
の
備
え
を

周
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
木
造
住
宅
耐

震
診
断
・
改
修
支
援
事
業
に
よ
り
、
耐

震
化
に
向
け
た
助
成
も
行
っ
て
い
る
。

　

風
水
害
、
土
砂
災
害
対
策
は
、
河
川

ご
と
に
浸
水
被
害
の
発
生
が
想
定
さ
れ

る
区
域
を
示
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
、

土
砂
災
害
が
発
生
す
る
危
険
性
の
あ
る

地
域
22
地
区
82
か
所
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
作
成
し
周
知
し
て
い
る
。
特
に
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
に
あ
た
っ

て
は
、
平
成
22
年
か
ら
26
年
に
か
け
て
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
や
特
別
警
戒
区
域

を
指
定
し
関
係
自
治
会
を
対
象
に
説
明

会
を
開
催
し
て
、
危
険
区
域
の
周
知
と

と
も
に
災
害
情
報
の
伝
達
方
法
や
避
難

行
動
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
市
内
各
箇
所
の
海
抜
表
示
に

つ
い
て
も
公
共
施
設
を
中
心
に
表
示
し

市
民
に
情
報
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

災
害
発
生
時
の
避
難
誘
導
計
画
等
で

あ
る
が
、
具
体
的
な
避
難
に
あ
た
っ
て

は
、
発
生
し
た
災
害
や
そ
の
規
模
な
ど

に
よ
り
避
難
す
る
場
所
が
異
な
る
な
ど
、

定
型
的
に
定
め
て
お
く
こ
と
が
難
し
い

状
況
が
あ
る
。
避
難
勧
告
な
ど
の
避
難

情
報
の
伝
達
に
あ
た
っ
て
は
、
防
災
行

政
無
線
な
ど
複
数
の
手
段
に
よ
り
、
避

難
所
の
位
置
や
道
路
状
況
の
情
報
な
ど

避
難
誘
導
に
係
る
情
報
も
併
せ
て
伝
え

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

災
害
に
対
し
生
命
並
び
に
財
産
を
守

る
た
め
に
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
災
害

発
生
時
の
的
確
な
初
動
活
動
を
い
か
に

素
早
く
行
う
か
で
あ
り
、
今
後
も
、
自

治
会
へ
の
出
前
講
座
や
定
期
的
な
広
報

紙
等
へ
の
掲
載
、
小
学
校
区
単
位
で
行

う
防
災
訓
練
な
ど
を
通
じ
て
、
市
民
の

皆
さ
ま
と
連
携
を
密
に
し
て
災
害
防
止

に
努
め
た
い
。

阿賀野クラブ  浅間　信一

貯
め
込
ん
だ
基
金
を
住
民
要
求

実
現
に

質
問  

合
併
後
10
年
間
の
「
行
革
」
の

到
達
点
に
立
っ
て
、
貯
め
込
ん
だ
基
金

を
住
民
の
願
い
実
現
に
思
い
切
っ
て
使

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁  

合
併
後
、
市
職
員
の
削
減
、

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
、
学
校

統
合
、
保
育
園
の
民
営
化
等
を
推
進

し
、
合
計
12
億
４
０
０
０
万
円
程
度

の
経
費
を
削
減
し
た
。
一
方
、
財
政

調
整
基
金
（
自
由
に
使
え
る
お
金
）

は
、
21
億
２
０
０
０
万
円
上
積
み
し
、

25
億
１
０
０
０
万
円
に
。
合
併
振
興
基

金
は
26
億
円
。
思
い
切
っ
て
基
金
を
使

え
と
い
う
こ
と
だ
が
、
基
金
残
高
だ
け

で
は
な
く
、
総
合
的
判
断
が
必
要
で
あ

る
。合

併
算
定
見
直
し
で
の
交
付

税
増
額
見
込
額
は

質
問  

国
は
、
合
併
市
町
村
の
支
所
に

要
す
る
経
費
算
定
や
、
人
口
密
度
に
よ

る
需
要
割
増
等
、
普
通
交
付
税
の
算
定

方
法
を
今
年
度
か
ら
見
直
す
。
当
市
の

増
額
推
計
額
は
。

答
弁  
数
億
円
程
度
の
上
積
み
に
な
る

と
予
想
さ
れ
る
。

安
田
支
所
の
公
民
館
移
転

（
案
）
は
撤
回
せ
よ

質
問  

「
市
公
共
施
設
再
編
整
備
計
画

（
案
）」
で
は
、安
田
支
所
庁
舎
を
解
体
し
、

安
田
公
民
館
に
移
転
す
る
と
し
て
い
る

が
、
安
田
支
所
は
安
田
の
中
心
部
に
あ

り
、
大
変
利
便
性
が
高
い
。

　

安
田
支
所
を
、
中
心
部
の
外
れ
、
老

朽
化
し
て
い
る
安
田
公
民
館
に
移
転
す

る
の
は
無
理
が
あ
り
、
場
当
た
り
主
義
、

便
宜
的
、
住
民
不
在
だ
。

　

住
民
か
ら
は
「
安
田
だ
け
大
き
な
集

会
室
、
音
響
設
備
が
あ
る
施
設
も
な
い

の
に
、
支
所
を
さ
ら
に
狭
い
ボ
ロ
公
民

館
に
押
し
込
め
る
の
か
、
合
併
し
て
安

田
は
悪
く
な
る
ば
か
り
」、「
現
在
の
支

所
地
に
、
支
所
と
公
民
館
を
新
築
し
て
」

の
声
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
見
解
は
。

答
弁  

整
備
計
画
の
正
式
な
（
案
）
は
、

議
員
の
意
見
を
参
考
に
し
て
、
再
度
見

直
し
を
進
め
て
い

る
。
安
田
支
所
と

安
田
公
民
館
は
、

議
員
指
摘
の
施
設

建
設
が
可
能
か
ど

う
か
等
を
含
め

て
、
再
度
見
直
し

を
進
め
て
い
る
。
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